
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   
 

学 校 名 大垣市立東中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月９日（日）～平成２６年１２月２日（火） 

  １１月２４日（日） 
実 施 概 要 

  

 ①講演ライブ 

     「絆（きずな）」～あなたはもっと愛せるはず～ 

②校区地区センターまつり等 参加 

 （合唱部・吹奏楽演奏、美術作品展示） 

③ＰＴＡ資源回収 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   レその他 

 公開の方法 
  レ授業公開 □成果発表 □交流活動 レ講演会等 
 
  レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者            ９０    人  
  計        ９９    人 

地域関係者              ９     人 

実 施 状 況 
 

①講演ライブ 

     「絆（きずな）」～あなたはもっと愛せるはず～ 

  講 師  杉山 裕太郎 氏 （歌手） 

内 容 ふるさと大垣出身のボーカリストである。自らの非行経験を生
かした「魂のうた 講演ライブ」を通じて、いじめ、自殺、非行
などの悲劇の抑止と、「愛」と「絆」の大切さを強く訴えられた。
自分自身を愛することが、学校や地域などの周りの人やふるさと
を愛することにつながることを、全校生徒・保護者・地域の方々
と共に学んだ。 

②校区における地区センターまつり等 参加 

 校区内の各地区のセンターまつりなどに、吹奏楽部が参加し、演奏を披
露した。また、授業で作成した生徒の美術作品を展示した。 

③ＰＴＡ資源回収 （年３回実施） 

成果及び課題 
  

    

生徒はこれまで、総合的な学習の時間にふるさと大垣に関わる学習、生
徒会による宮城県気仙沼との交流活動、希望者による夏まつり清掃ボラン
ティアなどの活動体験を積み上げてきている。 

歌と講話によって、ふるさと大垣出身のボーカリストの生き様から、「自
分自身を大切にし、愛すること」「自分が親や地域の人から愛されている
こと」「周囲の人を愛していくこと」を学んだ。また、薬物やたばこの恐
ろしさも実感できた。 

保護者や地域の方々からは、「親が子どもを愛する気持ちや、地域の人々
から守られて生きていることを子どもたちに気づいてもらえるとよい。」
「自分の夢を大切にし、ありのままの自分らしく生きていってほしい。」
「家族や仲間、ふるさとを大切にする気持ちを忘れないで生きてほしい。」
という願いを、改めて実感したという感想が聞かれた。 

 


